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作業科学の系譜と今後の発展

はじめに

今回この講演に当たって，私が作った作業科学の系
譜を図１に示す．多少わかりにくいかもしれないがざ
っと説明すると次のようになる．まず中央の横線に沿
って書かれたものは，米国ないし作業科学を始めた南
カリフォルニア大学（以下USC: University of South-
ern California)の歴史を示すもの，一番上の線に沿っ
て書いたものは日本で行われてきた作業科学セミナー
関連の歴史，上から二番目の線に沿って書いたものは
日本の作業科学関連の大学と大学院，下から二番目の
線に沿って書いたものは，国際的動き，一番下の線に
沿って書いたものは作業療法関連の主だった本と出版
年である．

さて，作業科学は1989年にUSCで始まったが，この
伏線としてG.Kielhofnerによる1977年の論文「アメリ
カ作業療法の60年」があるのではないかと思う．少な
くとも私はこの論文（山田孝訳）を読んで，作業療法
の世界で起こってきたこと，起こっていることを構造
的に多面的に理解できるようになった．そこでこの講演
は，G.Kielhofnerによるこの論文の解説から始めたい．

G.Kielhofnerによる「米国OT 60年の歴史」から作業

科学まで

前述のように，作業療法の歴史を構造的に，系統的
に見る見方を最初に示したのは，Kielhofnerであった．
Kielhofner（1977）はこの論文の中で，トーマス・ク
ーン（1962）が提唱した「パラダイム」という概念を
用いてアメリカ合衆国作業療法の歴史を分析した．ト
ーマス・クーンは，大学で科学史を教えるに当たって
科学の歴史をレビューし，それまで知識というものは
蓄積されて増大の一途を辿ると考えられていたが，そ
うではなく，ある期間主流を占める考え方が隆盛を極
める時期（パラダイム期）と，それが否定され新たな
様々な考えが競合する時期（危機期），そしてまた新
たな中心的考え方が勢力を得る時期（新パラダイム期）
というように，知識の発達には周期的変化が起こると
いうことを発見した．Kielohofnerはこの概念を米国

作業療法の歴史に適用したのである．
Kielhofner（1977)によれば，米国で作業療法の萌芽

である「道徳療法」が行われていた18ないし19世紀は
「前パラダイム期」，アメリカ作業療法士協会の前身で
ある全国作業療法推進協会ができた1917年からしばら
く（1920年代から1930年代)は「作業パラダイム期」，
それが科学的ではないと批判を浴びて新たな模索が始
まった時期（1940年代）は「危機期」，還元主義的な
考え方が主流を占めるようになった新たなパラダイム
期（1950～1960年代）は「還元主義（=機械論的，=医
学的）パラダイム」とされ，1970年代は再び「危機期」
となっている．そして次にくる新たなパラダイムは，
作業パラダイムと還元主義パラダイムが統合される

「統合パラダイム」の時代であろうと予測している．
Kielhofnerによってもたらされた「作業パラダイム

（モデル）」と「医学的パラダイム（モデル）」の明確
な対比が「作業への焦点」という考えを鮮明に浮き上
がらせ，現代において作業に再び注目することをクロ
ーズアップさせたのではないかと考えられる．

前述のように，1917年に米国ＯＴ協会の前身である
「全国作業療法推進協会」が設立されているが，その
目的の中には「to advance "occupation as a therapeutic
measure", study...the effects of occupation upon the
human being" and disseminate "scientific knowledge of
this subject"：作業を治療方法として発展させ，人間
への作業の効果を研究し，このテーマに関する科学的
知識を広める」と述べられている．この考えが歴史あ
るUSCの中で，Reilly，Kielhofner，Yerxa，Clarkと継
承され，1989年の「作業科学」という社会科学の一学
問を打ち立てようとする意志へと発展したのではない
かと私には思われる．

作業療法のパラダイムと対象者，理論，出版物

さて，ここで，先に述べたパラダイム期とそれぞれの
時期の作業療法の主要な対象者を見ると図2のようにな
る．また，それぞれの時期に発展あるいは利用されてき
た理論をパラダイムに当てはめて考えると図3のように
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なる．更に，我が国にリハビリテーションが浸透し始
めた1960年代以降の主要な出版物（私の目に触れた主
要な単行本）をリストアップすると次の表1のように
なる．

これらの図表から，パラダイム変化の背景には，対
象者の変化があること，対象者の変化に伴って新しい
理論が誕生し，利用されていることがわかる．

一方，表１に示した書籍と年代を見ると，1960～70
年代は医学的あるいは医学モデルの本が使われ，80年
代半ばになって作業モデルの本が出版されはじめ，90
年代以降相次いで作業モデルの書籍が出版されるよう
になった．

即ち「作業科学」の誕生は，米国の「全国作業療法
推進協会」，作業療法の対象者の変遷，対象者の変遷
に伴う理論の誕生，学問的確立を目指す気運の高まり
が結実した結果であろうと考えられる．

作業科学の誕生と作業モデル，作業科学の我が国への

拡がり－佐藤剛氏の働き

作業科学は1989年に南カリフォルニア大学大学院の
研究領域として誕生したが，F.Clark（2000）が述べ
ているように，当初作業科学は「作業の形態，機能，
意味を研究するもので，基礎社会科学領域の一つの学
問であり，心理学が行動に，社会学が社会組織に，文
化人類学が文化に焦点を当てるように，作業科学は作
業に焦点を当てるものと位置づけられる」とされた．
しかし1993年になり，作業科学は基礎科学であると同
時に応用科学でもあるという考えに変更されている．

ところで，我が国に作業科学及び作業モデルを導入
するのに最大の貢献をしたのは，佐藤剛氏であった．

図2 作業療法パラダイムと対象 図3 作業療法パラダイムと理論

表1 1960年代以降の主要な書籍
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佐藤剛氏は，1991年第25回日本作業療法学会長とし
て，Kielhofnerを札幌へ特別講演に招き，作業モデル
を我が国に紹介する大きな契機を作った．この講演は，
1993年に「作業療法の理論」として翻訳（山田孝）さ
れた著書の原稿であったと言われる．これをきっかけ
に日本作業行動研究会が発足し山田孝会長のリーダー
シップの元に人間作業モデルの講習会・研修会が各地
で開かれるようになった．

更に佐藤剛氏は，1995年の日本作業療法士協会全国
研修会の会長として，USCのFlorence Clarkを講演に
招き，同時に第１回の作業科学セミナーを札幌医大で
開催した．1998年には第2回を行い，その後2002年の
第6回作業科学セミナーまで毎年佐藤剛氏の主催によ
り札幌で開催されていたが，2002年12月の氏の急逝に
より，2004年の第8回から持ち回りで各地を移動する
ことになった．佐藤剛氏は当時日本作業療法士協会の
副会長でもあり，氏の国際性と卓越した視点が協会の
舵取りに大きな影響を与えるものであっただけに我が
国OTにとって大きな損失であったと言わざるを得な
い．

佐藤剛氏が企画した上記の米国を代表する２人の理
論家の招待とその後に続く研修会，研究会活動がきっ
かけとなり，更にそれをサポートするものとして多く
の作業モデル関係の書籍が翻訳されたことが我が国に
作業モデルを広めるきっかけになり推進力となった．
次にこれらの書籍を示す．1990年「人間作業モデル」

（Kielhofner：山田孝監訳），1993年「作業療法の理論」
（Kielhofner：山田孝他訳），1998年「カナダ作業遂行
測定」（M.Law：吉川ひろみ他訳)，1999年「作業科学」

（R.Zemke：佐藤剛監訳)，2000年「作業療法の視点」
（カナダ作業療法士協会：吉川ひろみ監訳），同年「ク
ライエント中心の作業療法」(M.Law：宮前他監訳）
など．

一方，1996年には作業療法課程を含む我が国初の大
学院修士課程，1998年には博士後期課程が広島大学に
創設され，作業行動科学研究室（宮前珠子主宰）が誕
生し，作業の意味を問う研究が始まり，また，1998年
には札幌医大に修士課程作業科学専攻が，2000年には
博士後期課程が誕生している．その後も引き続き，吉
備国際大学，県立広島大学，聖隷クリストファー大学，
茨城県立医療大学に作業科学専攻を標榜する大学院，
修士／博士課程が誕生し，これらの研究室から，2007
年12月までに，25名の修士号取得者と10名の博士号取
得者が出た．

これらの論文の多くは，作業科学セミナーで発表さ

れ，作業科学セミナーに多くの参加者を引きつける要
因となり，札幌では20～30名の参加者だったものが，
年々増え続け現在では200名を越えるようになった．

外国における作業科学の年譜

図１に示したように，USCでは1989年に第１回の作
業科学シンポジウムが開催され以後毎年行われ，2007
年には19回を数えている．1999年には国際作業科学研
究会が誕生し，2007年に広く世界各国のメンバーを集
結する組織に発展し，現在はオーストラリアの
A.Wicks氏が会長をしている．米国作業科学研究会は
2002年に始まり，以後毎年学術集会がもたれている．
このほか，オーストラリア及びニュージーランドでは
2000年から合同で年一回の学術集会を行い，カナダで
も2001年から行っている．このほかヨーロッパ連合か
らも作業科学セミナーの案内が届くようになってい
る．
以上，駆け足で作業科学の歴史を振り返った．次に

作業科学の未来を展望する．ここで未来を展望するに
当たっては，2005年にF.Clarkが，アメリカ作業科学
研究会の記念講演として行った「作業科学の未来につ
いての私の思い」を枠組みとして拝借することとした．

F.Clark「作業科学の未来についての私の思い」要約

1989年に作業科学が誕生して2005年で16年になる．
これまで作業科学は注目すべき成功を収めてきたが，
引き続き反映するためには時代と環境の変化に反応し
続けなければならない．今回は，現在，その未来が危
機に瀕している「社会学」と「地理学」の窮状に基づ
いて作業科学の健康状態を査定する．

社会学は概念指向ではなく改革指向で学問が行われ
てきたこと，その中から多くの副専門が分化したこと
などにより，入学者の減少，歳入と研究資金の減少を
来している．地理学は，学際的交流に欠けること，自
然地理学と社会地理学の2派に分裂して互いに敵意を
持っていることが学問全体を弱体化させ，また，環境
学などの関連分野の発展が歳入縮小，学部学生の減少
や定員削減などをもたらした．

学問が存続するために必要なのは，「知的バイタリ
ティ」，「学部生と院生の両方を惹きつけること」，そ
して「公的，私的両面から価値あるものと捉えられて
いること」である．

作業科学の健康度を，「知的生存」「学生を惹きつけ
る能力」「肯定的政治状況」の側面から検討すると次
のようである．「知的バイタリティ」は，おおよそ良
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い状況である．今後作業科学者のアイデンティティを
保ちつつ学際的な活動をする必要がある．「学生を惹
きつけているか」について，USCでは，作業科学を標
榜してから大幅に志願者が増え，予算も大幅に増加し
た．しかし教員は教育と研究に消耗しており，この問
題を解決するため外部の研究資金を豊富にして，作業
科学者を教育から解放して研究できるようにする必要
があり，そのようにしている．

今後作業科学が発展存続するためには，作業科学研
究の結果が作業療法に生かされ，それによって作業療
法の需要が高まり，そのことが学生を作業療法領域に
惹きつけ，それによって授業料収入をもたらし，資金
が研究に提供されるという再生産サイクルが回転し続
けることが必要である．

我が国の作業科学の健康度

知的バイタリティ，学生を惹きつける能力，財政基
盤，政治状況から我が国の作業科学の健康度について
考えてみたい．

知的バイタリティ：作業科学セミナー参加者から見
れば，ここ数年増加の一途をたどっており，バイタリ
ティは感じられるが，「知的バイタリティ」と言い切
れるかどうかは疑問である．

学生を惹きつける能力：作業療法の学校数，学生定
員は増えているが，応募者数は減少しつつある．一方
大学院では「作業科学」を標榜する専攻が増え，一定
程度の学生を集めている．

財政基盤：入学希望者が減少していることが感じら
れ財政基盤が豊かであるとは言えない．

政治力：弱い．

作業科学を日本で発展させるために何をなすべきか

このことを考えるとき，まず思い浮かぶのは，「作
業科学」という言葉は浸透してきたが，その内容につ
いてはさほど理解されていないのではないかというこ
とである．その大きな理由は，基本的なテキストが日
本語に訳されていないということが考えられる．単行
本で訳されているのは現在のところ1999年に翻訳出版
された「作業科学」のみであり，その後に出版されて
いる作業科学関連の単行本やテキストは全く訳されて
いない．また，作業科学とは何かを語る学術論文もほ
とんど学術雑誌に見られない．そこで私は標記のテー
マを実現するために次のことを提案し，この講演を締
めくくりたい．
１．作業科学の代表的単行本，テキストの翻訳

２．作業科学の代表的学術論文の和訳
３．日本の作業科学論文を集積する：これまでに発表
されたものを「作業科学研究」に再録する．また，作
業科学セミナーで発表されたものを論文にして学術雑
誌に発表するよう促す．
４．我が国の健康政策などの理解を深め，全体を視野
に入れて動く：オタワ憲章，ヘルスプロモーション，
健康21などの理解
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